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［２０２０年５月２４日主日礼拝説教要旨］ 

 

「燃えさかる火の試練」 

聖書の箇所：Ⅰペテロ ４：１２～１９ 

今週の御言葉：「キリストの苦しみにあずかれるのですから、喜んでいなさい」 

（Ⅰペテロ４：１３） 

 

＜導 入＞ 

 １８世紀の終わり頃、アメリカの有名な説教家の一人に、エドワード・ペイソン牧師がお

られました。ある嵐の日、主日礼拝に集まった人は、たったひとりでした。その数か月後、

あの時ひとりで礼拝していた人がやって来て、「私はあの礼拝で救い主と出会いました」と言

いました。そして、「あなたが罪と救いについて語るたびに、誰のことかと周りを見回しまし

た。しかし、そこにいるのは私ひとりでしたから、語られた一語一語は私に向けられたもの

だと受け止めて、良心に刻むよりほかなかったのです」と。礼拝で語られることが、自分自

身に向けられていると感じるのは大事なことです。それは、聖霊の働きです。私たちは、こ

の６週間、ともに集まって礼拝を持つことはできませんでしたが、この間 DVD や CD を通

して、個人的に礼拝を持つことができました。それは、一対一で神様に礼拝をささげるひと

ときだったでしょう。またペイソン牧師には、次のようなことも伝えられています。彼の人

生は、災難の連続でした。弟の死、連日の偏頭痛。それに加えて、落馬事故の後遺症で腕は

麻痺していました。結核で死にかけたこともありました。しかし、彼は人生をあきらめませ

んでした。彼の死後、友人たちは彼が喜びに満ちていたと語りました。普通に考えて、苦難

と喜びとは相いれないものです。しかしペテロは、苦難に直面しているクリスチャンたちに、

苦難の中で喜ぶことができると語りかけました。 

  

主 題： クリスチャンは、苦難の中で喜ぶことができます。それは、キリストの苦しみにあ

ずかり、そこに神様の臨在があるからです。ですから、自分自身を真実な神様に委

ねましょう。 

 

    Ⅰ．キリストの苦しみにあずかる 

▽Ⅰペテロ４：１２、１３ ペテロは、「愛する者たち」と、愛をもって呼びかけます。彼ら

には、「燃えさかる火の試練」が迫っていました。その試練は「思いがけない」ことで、あま

り経験したことのないものでした。ユダヤ人はしばしば迫害に会い、試練にさらされていま

したが、イエスを信じたばかりの異邦人のクリスチャンには、信仰の試練はあまり経験した

ことのないものでした。私たちも、信仰生活においていろいろな苦難と試練に遭います。苦

難のないクリスチャン生活はないと言っても過言ではありません。肉体的な病気、社会や教

会の中での人間関係、家族の問題、経済の問題、老後の生き方、自分と違う考え方をする人

ややり方が異なる人を愛せないジレンマ、信仰生活をどのように送ればよいのかという悩み、

信仰生活を送っていても手ごたえがない思い、誘惑に負ける弱い性格、信仰と相いれない行

事への参加など、クリスチャンの悩みは尽きません。それらが、信仰の試練として押し寄せ

てきます。しかしペテロは、クリスチャンにとって信仰の試練は「喜び」だと言います。ど

うしてでしょうか。 

①１３節、「キリストの苦しみにあずかれる」からです。「あずかる」という言葉には、「パ

ートナーとする」という意味があります。クリスチャンは、キリストの苦しみをパートナー
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として人生を歩みます。私たちが苦しみに出会う時、そこでイエスもパートナーとして苦し

まれ、イエスがともにおられます。夫婦は、生涯のパートナーと言われます。結婚生活は、

山あり谷あり、いろいろな所を通らされます。しかし、夫婦はパートナーとして一緒にそこ

を歩みます。思い通りにいかない時も、思案にくれる時も一緒に歩みます。イエスは私たち

が苦しんだり、悲しんだり、嘆いている時も、いつも一緒です。私たちは一人ではなく、イ

エスがいつも一緒におられることは、私たちの平安の源であり、喜びです。イエスと一つに

なることほど喜ばしいことはありません。 

コロサイ１：２４ パウロも「私の身をもって、キリストの苦しみの欠けたところを満た

している」と述べ、キリストの苦しみを受けるのを喜びとしています。Ⅰペテロ４：１３「キ

リストの苦しみにあずかれるのですから」とありますが、新改訳２０１９では、「キリストの

苦難にあずかれば、あずかるほど」となっています。私たちは、キリストの苦しみにあずか

れば、あずかるほど喜びが増し加わります。苦難の中で、私たちはキリストの苦しみを見出

し、ますますイエスに近づき、私たちの喜びは増し加わります。イエスの中には、私たちの

望んでいる愛や希望、喜び、平安が満ち溢れているからです。 

②Ⅰペテロ４：１４「キリストの名のために非難を受けるなら」とは、原語では「火のよう

な苦しみをもたらす」という意味です。この苦しみは、肉体的な苦しみだけでなく、精神的

な圧迫や社会的な圧迫から来るものです。このような苦しみの中で、「栄光の御霊、すなわち

神の御霊」が、とどまってくださるのです。「栄光」という言葉は、旧約聖書では「神様の臨

在」を現わす時に用いられています。出エジプト４０：３４，３５ ここの「栄光」は、神

様が臨在される様子を象徴的に現わしています。私たちが苦しみの中にある時、神様に近づ

く恵みにあずかります。ペテロは、私たちが苦しむ中に、神様がおられるという真理を明ら

かにしています。ステパノが尋問され、死刑宣告が今まさに実行されようとする時、彼は聖

霊に満たされていました。彼を見ていた人は、ステパノが「神の栄光と、神の右に立ってお

られたイエスとを」見ていたと記しています（使徒７：５５～５７）。キリストに従うために

捕らえられ、今まさに殉教しようとしていたステパノに、神様の栄光が現わされました。彼

は神様の栄光に包まれて、この地上の生涯を終えました。おそらく、最高の生涯であったこ

とでしょう。アメリカの第４１代大統領の妻、バーバラ・ブッシュ夫人は亡くなる前、「私は

イエスが私の救い主だと信じているので、死は怖くありません」と言われました。彼女は死

ぬ時でさえ、神の平安に包まれていました。イエスを信じる者の生涯には、神の平安があり、

神様の臨在があります。たとえ苦しみを受けることがあっても、神様は私たちとともにおら

れます。これが、試練を喜ぶ理由です。 

 

Ⅱ．善を行なう 

▽Ⅰペテロ４：１５～１８ 試練を喜ぶことについて語ってきたペテロは、この箇所で、「神

様のさばき」について言及します。信仰によって苦しみの中でイエスを見出すならば、イエ

スとともにいる祝福にあずかります。反対に、神様への信仰をもっているのに、どうしてこ

のような苦しみに遭うのだろうかと思うこともあります。そのような時、人の心の中にひそ

む罪の思い、肉の思いが頭をもたげてきます。１５節にある罪のリストは驚くべきものです。

「人殺し、盗人、悪を行う者、みだりに他人に干渉する者」になると言います。神様を信じ

ていない人が犯す罪のようですが、神様を信じていても神様を無視したような生き方をする

ならば、簡単にこのような罪に陥ってしまいます。「みだりに他人に干渉する者」という言葉

はここだけに使われていますが、他人の問題に干渉して、その人との関係をこわす行ない、

おせっかいな、でしゃばりを指しています。つまり、教会の人間関係をこわしてしまう言葉

や行ないです。このような行為は、神様のさばきの時に、それにふさわしい報いを受けると

いう警告です。しかし、ペテロはどのような苦しみの中でも「善を行ないましょう」と励ま
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しています。迫害を加える人をも憎まず、復讐せず、その人に良いことをするのがクリスチ

ャンの生き方だと言います。ペテロは、この手紙の中で迫害に遭って苦しんでいるクリスチ

ャンに「善を行なう」ように何度も勧めています。「異邦人の中にあって、りっぱにふるまい

なさい」（２：１２）、「善を行なっていて苦しみを受け」（２：２０）、「悪をもって悪に報い

ず、侮辱をもって侮辱に報いず、かえって祝福を与えなさい」（３：９）、「悪から遠ざかって

善を行ない」（３：１１）、「もし、神のみこころなら、善を行なって苦しみを受けるのが、悪

を行なって苦しみを受けるよりよいのです」（３：１７）。ペテロは、どのような苦しみに遭

おうとも、善を行なうように勧めています。たとえ自分に害を加える人に対しても、そうす

るようにと言っています。それは神様をあがめ、イエスの栄光を現わすことになります。ペ

テロがこのように勧めたのは、これがイエスの教えだからです。マタイ５：１０～１２、 

５：４４～４６ ペテロは、このイエスの教えをしっかり心に刻んで、迫害の中にあっても

信仰者としてしっかり立って生き抜きました。それは頭で理解するだけではなく、彼の全身

全霊を傾けて、イエスの教えに従おうとする信仰でした。ペテロは、どのような苦しみの中

でも聖霊に助けられて、３０年間イエスが語られた言葉に従いました。 

 

Ⅲ．神様にゆだねる 

▽Ⅰペテロ４：１９ ペテロは、苦しみの中でイエスとともに歩み、神様にあって生きるに

は、自分の人生を神様にゆだねるように勧めています。ここの「お任せ」するという原語に

は、「信頼のおける友人にお金をあずける」という意味があります。当時では銀行はなく、お

金をあずけておく安全な場所はありませんでした。ですから、人が旅に出る時は、お金を安

全に保管してくれる信頼できる友人にあずけました。この信頼に対して、お金をあずけられ

た友人は必ずお金をもとのまま返すのが義務でした。お金をあずけた人は、あずけた友人が

裏切らないと信頼していました。しかし、人への信頼は、時には裏切られることがあります。

考えや生き方が違えば、人は簡単に自分のもとから去っていきます。どんなに信頼していて

も、人の心は変わりやすいものです。しかし、神様は真実なお方です。「真実」という原語は、

「信頼する価値あるもの、安心してより頼むお方」という意味があります。神様は、まった

く信頼してよいお方です。私たちが神様に自分をお任せすれば、神様は決して私たちの信頼

を裏切られることはなく、見捨てられることはありません。ある所に、一人の女性の体験が

書かれていました。「メアリーはイエスを愛していましたが、人生は苦しく、じつに厳しいも

のでした。ふたりの息子に先立たれ、ふたりの孫も銃の犠牲となって亡くなりました。彼女

自身は脳梗塞で身体の片側が不自由です。しかし、教会に行けるようになると、すぐに礼拝

に集い、障害の残るたどたどしい口調で『私のたましいはイエスを愛します。その名をあが

めます』と主を賛美しました」。メアリーが神様をたたえるはるか昔、ダビデも荒野にいた時、

詩篇を書きました。詩篇６３篇です。詩篇６３：１ ダビデは、全く絶望的な状況の中で、

神様を求め、神様によりすがりました。６３：３ 神様の恵みを思い巡らしました。 

６３：７、８ ダビデは、ひどい苦しみの中で、神様にすべてをゆだね、神様によりすがり

ました。またイエスも、あの十字架の苦しみの中で、神様にすべてをゆだねておられました。

ルカ２３：４６「父よ。わが霊を御手にゆだねます」と、イエスは十字架上で最後の言葉を

語られました。イエスは、あの苦しみの中にありながら、父親の腕の中で眠りに落ちる子供

のように、やすらかに息を引き取られました。イエスは躊躇することなく、自分の生命を神

様にゆだね、任せられました。それは、神様は最後までイエスを絶対に見捨てられないこと

を確信しておられたからです。どのような苦しみに直面しようとも、真実な神様にゆだねる

ならば、神様の平安を見出し、その苦しみに勝利できます。私たちも、万物の創造者であり、

完成者である神様の真実に信頼し、自分自身を委ねましょう。 
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